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岡崎市制10 0周年記念事業
岡崎まちものがたり　10  常磐南学区まちものがたり 発行　2017年１月

　未来の岡崎は、どんな人にも優しく声を
かけ合える、明るくて元気な街にしたいで
す。困っている人がいたら、積極的に助け
てあげられるようにしたいと思います。そ
のためには、まず挨拶。自分の住む地域で、
きちんと大きな声で挨拶をして、地域を明
るくしていきたいです。

　自然と共存でき、活気あふれるす
てきな岡崎市にしたいです。岡崎市
は伝統の祭りや行事も多くあり、人
と人の関わりが多くあるまちだと
感じています。自然ともうまく共生
しています。この岡崎をPRする活
動や行事に自分も積極的に参加し
ていきます。

　いまは携帯やスマホの普及で人と人
が直につながることが減っていますか
ら、子どもから大人までコミュニケー
ションが豊かで活気に満ちたまちにし
ていきたいと思っています。皆が集い、
触れ合える場として岡崎フェスを行っ
て盛り上がっていきたいです。みんな
でLove&Peace!!

　20年、30年前に我々が夢に描いて
いた常磐南の姿が、いま、現実になっ
てきています。今後は地方がどんどん
重要視される時代。岡崎市でも小学校
区単位のまとまりが重視されるよう
になるでしょう。学区民の絆を深め、
常磐南が一つになって将来へ向かっ
ていくことが大切だと思います。

佐藤 一馬さん
（子ども会会長・田口町）

浅井 駿吾くん
（平成27年度 中学2年生・大井野町）

酒井 美結さん
（平成27年度 小学6年生・若草）

中嶋 源一朗さん
（田口町総代）

未来へつなごう  常南のこころ

tokiwaminami

○遠い遠い昔の奈良時代。行基が岩中町の岩谷観音を訪れたという伝説が残っています。
はるか昔から人が住み、日々を紡ぎ続けてきた歴史の深さに感嘆しました。
○生糸をとる養蚕。特産の花崗岩を使った石工業。葉タバコ栽培。自然薯栽培。
常南の人々が新しいことに挑戦して常南をつくってきたチャレンジ精神に感動しました。

○○何十年も前から将来の常南の姿を見つめ、その実現に向けて努力する人々に出会いました。
これからの発展には地域の絆が大事。やさしく温かい常南の人々にあらためて感謝しました。
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岩
中
町
の
岩
谷
観
音
（
↓
地
図　

 
）
に
は
、
奈
良
時
代

の
僧
で
あ
る

ぎ
ょ
う行 

き基
が
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
彫
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
聖
観
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
聖
観
音
像
は
秘
仏
と
さ
れ
て
お
り
、
御
開
帳
が
行
わ
れ
る

の
は
17
年
に
一
度
。
地
域
を
あ
げ
て
の
と
て
も
大
き
な
お
祭

り
に
な
り
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

常
磐
南
の
す
て
き

　この想像図は、平成26年の土木学会100
周年記念事業「未来のＴ＆Ｉコンテスト」で、
全国の中から選ばれた常磐南小学校の児童
のアイディアを具体化したもの。大学教授や
設計士がチームを組み、実際にこの地域を訪
れて調査を行ったうえでつくられました。

常南のすてきを未来へつなげるために

私
た
ち
の
常
磐
南
に
は
す
て
き
な
も
の
、こ
と
、人
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

常
磐
南
の
す
て
き
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

17
年
ご
と
の
岩
谷
観
音
御
開
帳

萬
福
寺
雅
楽
会
の
楽
人
さ
ん

　
明
治
30
年
代
か
ら
続
い
て
い
る
萬
福
寺

（
↓
地
図　

 

）雅
楽
会
。
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の

神
事
や
祭
礼
、
法
要
な
ど
に
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
地
域
の
方
が
月
に
一
度
集
ま
っ
て

練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。
一
時
は
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
常
磐
南
小
学
校
に
雅
楽

ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
こ
と
で
活
動
が
活
性
化
。

い
ま
で
は
常
南
小
雅
楽
ク
ラ
ブ
の
卒
業
生
も

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
（
↓
年
表　

 

）。

　
県
道
３
３
５
号
の
落
合
橋
の
す

ぐ
上
流
、
県
道
の
南
の
小
高
い
と

こ
ろ
に
小
さ
な
お
堂
が
建
っ
て
お

り
、
中
に
は
石
で
彫
ら
れ
た
高
さ

90
㎝
ほ
ど
の
弘
法
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
弘
法

様
は
、
明
治
の
末
頃
に
花
崗
岩
の
産
地
で
あ
る
大
井
野

の
石
屋
が
中
心
に
な
っ
て
彫
り
上
げ
た
も
の
。
強
い
霊

気
を
漂
わ
せ
る
石
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
屋
の
弘
法
様

里
に
広
が
る

稲
田
の
風
景

　
美
し
い
稲
田
が
広
が
っ
て
い
る
田

口
町
と
板
田
町
。
常
磐
南
小
学
校
の

学
校
田
も
そ
の
中
に
あ
り
、
５
月
上

旬
に
は
全
校
児
童
で
田
植
え
を
行
い
、

９
月
上
旬
に
稲
刈
り
を
し
て
い
ま
す

（
↓
地
図
コ
ラ
ム
）。収
穫
し
た
お
米
は
、

校
内
で
採
れ
た
自
然
薯
と
合
わ
せ
て

と
ろ
ろ
ご
飯
に
。
収
穫
感
謝
の
会
で

学
区
の
人
に
ふ
る
ま
っ
て
い
ま
す
。

△平成21年に行
われた御開帳

△平成4年に行われた御開帳の様子

楽人さんの中に子どもたちも加わって共演

△地域の人との
道路歩行訓練

△野鳥の会の方と一緒に野鳥観察

▷小学校での
自然薯栽培

昭和9年に現在地に
移された弘法様。か
つては現在地より上
流に祀られていた

天空都市は空中庭園
など非日常な憩いの空
間、地下都市は地下街
と地下工場の大規模
な空間に（画像出典：
日本土木学会）

点在する家 と々、それ
を見下ろす熊野神社
や白山神社。すべてが
調和した美しさ

み
ん
な
の
笑
顔

毎年秋に行なっている収穫感謝の会

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

常南小の児童が考えた

天空都市と地下都市

　常磐南は何代にもわたる素晴らしい先人
たちが歴史や文化、伝統、慣習などをつくり
あげ、引き継いでくれたおかげで温かい人
情や人の絆が育まれてきました。
　学区の「お宝」は、常磐南にこれからも残
していきたい大事なものを受け継ぎ、さらに
育てていく元気印の「常南っ子」たち。そし
て子どもたちを温かく見守る常磐南小学校
です。そのための土壌をつくっていくことが
我々の使命であり、責務だと思っています。

総代会長・深田政昭氏が語る
未来へつなぎたい

学区の「お宝」

地域の敬老会と子どもたちの交流

常南への思いを詩に託して

よ
か
っ
た
な
あ　
常
南
が

良
い
人
ば
か
り
い
て
く
れ
て

み
ん
な
仲
良
し

優
し
い
人
ば
か
り
で
い
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
な
あ　
常
南
が

自
然
い
っ
ぱ
い
で
い
て
く
れ
て

た
く
さ
ん
の
虫
や
動
物

花
や
木
た
ち
が

い
ろ
ん
な
場
所
に
い
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
な
あ　
常
南
で

常
南
小
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
い
ろ
ん
な
行
事

こ
こ
に
し
か
な
い
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
で
き
て

（
平
成
27
年
度
小
学
４
年
生　
中
山
幸
音
さ
ん
）

※この詩は、国語の授業でまど・みちおさんの詩「よかったなあ」を学び、
　常南バージョンにリメイクして生まれました

　常磐南学区では小さな子どもからお年寄りまでが笑顔で
挨拶を交わしています。地域の人に先生になっていただい
て学区のことを深く学ぶ学習や敬老会など、小学生とお年
寄りの方が交流できる機会も多く、いろいろな行事を通し
て地域の人みんなが笑顔でつながっています。

工場や会社などの施設を天空
や地下に移し、地上は自然を
残して人が住む空間に。常南
の自然や環境を守りたいと
思って考えました（平成26年度
小学6年生　近藤泰暉くん）
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常
磐
南
の
町
名
の
由
来

　
常
磐
南
は
田
口
町
、
板
田
町
、
岩
中
町
、

大
井
野
町
の
４
町
。
田
口
、
板
田
と
い
う

地
名
は
大
昔
か
ら
使
わ
れ
て
お
り
、
中
世

の
田
口
に
は
田
口
城
が
あ
り
ま
し
た
。
岩

中
町
の
地
名
は
、
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）

に
岩
谷
村
と
中
畑
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
岩
中
村
か
ら
。
大
井
野
町
は
、
耕
地
に

水
を
引
く
た
め
の
土
地
を
指
す
「
意
野
」

が
由
来
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

常
磐
南
の
農
業

　
養
蚕
が
普
及
し
た
明
治
か
ら
昭
和
の
初

め
に
か
け
て
、
農
地
の
多
く
が
桑
畑
だ
っ

た
常
磐
南
。
そ
の
後
は
田
口
町
を
中
心
に

葉
タ
バ
コ
栽
培
が
始
ま
り
、昭
和
43
年
（
１

９
６
８
）
に
は
日
本
一
の
葉
タ
バ
コ
生
産

地
に
。栽
培
は
昭
和
50
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
「
常
南
自
然
じ
ょ
生
産
組
合
」

に
よ
る
自
然
薯
（
↓
地
図　

 

）
の
栽
培

が
盛
ん
で
、
御
歳
暮
用
な
ど
の
人
気
特
産

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

常
磐
南
の
工
業

　
か
つ
て
の
大
井
野
川
に
は
水
利
を
生
か

し
た
ガ
ラ
紡
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

花
崗
石
の
産
地
と
し
て
も
有
名
で
、
最
盛

期
に
は
大
井
野
町
の
住
民
の
約
８
割
が
石

工
業
を
営
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。
現
在

は
機
械
化
と
大
型
化
が
進
み
、
学
区
内
の

石
工
場
は
７
軒
（
↓
地
図
コ
ラ
ム 

）。
ほ

か
に
自
動
車
関
連
業
や
建
設
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
場
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
昔
む
か
し
、
山
に
囲
ま
れ
た
田
口

の
村
で
村
人
た
ち
が
せ
っ
せ
と
働
い

て
い
ま
し
た
。
木
を
切
り
倒
し
、
土

を
な
ら
し
て
、
山
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で

道
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
日
の
こ
と
。
道
の
真

ん
中
に
巨
大
な
岩
が
あ
り
、
全
員
で
動

か
そ
う
と
し
て
も
び
く
と
も
し
ま
せ

ん
。
そ
の
と
き
突
然
現
れ
た
の
が
一
人

の
大
て
ん
ぐ
。「
ヤ
ー
ッ
」
と
い
う
掛

け
声
と
と
も
に
、
そ
の
大
岩
を
山
の
上

に
投
げ
て
し
ま
っ
た
と
か
。「
わ
し
ら

が
一
生
懸
命
に
働
い
と
っ
た
で
、
て
ん

ぐ
さ
ま
が
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
だ
」

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
て
ん
ぐ

の
手
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
大
岩
は

「
て
ん
ぐ
岩
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
と
さ
。

一
九
〇
七
年
▪
明
治
40 

熊
野
神
社
の
舞
台
を
仮
校
舎
と
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

常
磐
村
立
常
磐
尋
常
小
学
校
が
創
立
す
る

一
九
一
三
年
▪
大
正
2 

現
在
地
に
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
す
る

一
九
二
八
年
▪
昭
和
3 

学
区
の
箱
柳
が
岡
崎
市
に
編
入
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

児
童
お
別
れ
の
会
が
実
施
さ
れ
る

一
九
三
二
年
▪
昭
和
7 
大
雨
に
よ
り
、
川
が
氾
濫
し
て
崖
崩
れ
が
起
こ
る
な
ど
大
災
害
に
な
る

一
九
四
一
年
▪
昭
和
16 

小
学
校
が
常
磐
南
国
民
学
校
と
改
称
す
る

一
九
五
五
年
▪
昭
和
30 

岡
崎
市
と
の
合
併
に
よ
り
、
常
磐
村
閉
村
式
が
行
わ
れ
る

 

小
学
校
が
岡
崎
市
立
常
磐
南
小
学
校
と
改
称
す
る

一
九
六
六
年
▪
昭
和
41 

箱
柳
か
ら
田
口
ま
で
名
鉄
バ
ス
岩
中
線
が
開
通
す
る…

一
九
六
八
年
▪
昭
和
43 

昭
和
27
年
よ
り
始
ま
っ
て
い
た
葉
タ
バ
コ
栽
培
の　
　
　
　
　
　
　

 
 

作
付
面
積
が
日
本
一
に
な
る…

一
九
七
一
年
▪
昭
和
46 

田
口
町
に
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る

 

学
区
で
電
話
の
利
用
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
は
村
に
電
話
交
換
台 

 

が
あ
り
、
村
外
か
ら
の
電
話
は
交
換
手
が
各
家
庭
の
有
線
電
話
へ
つ
な 

 

い
で
い
た

一
九
八
二
年
▪
昭
和
57 

小
学
校
で
自
然
薯
栽
培
（
↓
地
図　

 

）
が
始
ま
る

一
九
八
三
年
▪
昭
和
58 

学
区
の
支
援
を
受
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
学
校
林
活
動
が
全
日
本
学
校 

 

林
コ
ン
ク
ー
ル
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
を
受
賞
す
る

一
九
八
五
年
▪
昭
和
60 

常
磐
南
学
区
市
民
ホ
ー
ム
が
完
工
す
る

一
九
八
九
年
▪
平
成
1 

学
区
の
上
水
道
が
完
工
す
る

一
九
九
一
年
▪
平
成
3 

小
学
校
に
雅
楽
ク
ラ
ブ
（
↓
特
集 

）
が
発
足
す
る

一
九
九
二
年
▪
平
成
4 

常
磐
南
学
区
こ
ど
も
の
家
が
完
工
す
る

二
〇
〇
〇
年
▪
平
成
12 

小
学
校
の
雅
楽
ク
ラ
ブ
と
和
太
鼓
ク
ラ
ブ
が　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

 

「
岡
崎
市
教
育
文
化
賞
」
を
受
賞
す
る…

二
〇
〇
五
年
▪
平
成
17 

「
エ
コ
ロ
タ
ウ
ン
と
き
わ
南
」（
↓
地
図　

 

）の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

造
成
が
始
ま
る…

二
〇
〇
七
年
▪
平
成
19 

常
磐
南
小
学
校
開
校
１
０
０
周
年
の
記
念
式
典
が　
　
　
　
　
　
　

 
 

行
わ
れ
る 

二
〇
〇
九
年
▪
平
成
21 

岩
谷
観
音
御
開
帳
（
↓
特
集 

）（
17
年
ご
と
に
開
帳
さ
れ
る
が
、 

も
っ
と
も 

 

最
近
が
こ
の
年
。
次
回
は
平
成
38
年
）

二
〇
一
一
年
▪
平
成
23 

新
東
名
高
速
道
路
の
岩
中
岩
戸
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
す
る 

二
〇
一
三
年
▪
平
成
25 

E
S
D
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
研
究
発
表
会　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

が
行
わ
れ
る…

 

と
き
な
ん
T
シ
ャ
ツ
と
と
き
な
ん
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
が
完
成…

二
〇
一
四
年
▪
平
成
26 

学
区
民
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

工
事
中
の
新
東
名
高
速
道
路
を
歩
く

二
〇
一
六
年
▪
平
成
28 

小
学
校
に
東
校
舎
（
音
楽
室
・
図
書
室
）
が
完
工
す
る

雅楽クラブと和太鼓クラブは老人福祉施設の
訪問演奏にも取り組んでいる

順調に造成工事が進められた「エコロタウンと
きわ南」

学区を上げての研究発表が高い評価を受けた
ＥＳＤ研究発表会

多くの方が、「ときなんポロシャツ」を着て参加し
た平成25年の運動会

昭和30年代からの道路拡幅整備を経て、38年に行
われた名鉄バス岩中線の開通式

かつて葉タバコの生産が盛んだった時期に使われ
ていた乾燥小屋

雅楽会の楽太鼓に
明治30年代制作という銘が
見つかり、萬福寺雅楽会は
その頃から始まっていることが

わかりました

22 1155 334466

column
常
磐
南
の
昔
ば
な
し

田
口
町
の
て
ん
ぐ
岩

11

22

33

44
55
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常
磐
南
の
な
り
た
ち

昭和30年代に学区内で
大開墾事業が行われました。

一方で、市のし尿処理やごみの焼却灰の
埋め立てなどを積極的に受け入れ、
そのために道路が整備されて
交通の便が整いました

太平洋戦争で
学区内の木々が燃料として

使われたため、
終戦時には木がほとんど
なくなってしまったとか。
現在の豊かな森林は、
その後の学区の方 の々
植林によるものです

「エコロタウンときわ南」は、
小学校の児童数が減少して
学区の存続を危ぶんだ
学区の方が誘致したもの。

平成21年度の造成工事終了後、
住宅が増えたことで

平成28年度には児童数が
100名を超えました

てんぐの手の跡が残るてんぐ岩。
いまは「エコロタウンときわ南」
から北へ行く道沿いにある

d ata

hh

hh
gg

□人　口 1,377人
 男性 671人
 女性 706人
□世帯数 445世帯
□面　積 9.62㎢
[2016年7月1日現在]
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岩
中
町
の
岩
谷
観
音
（
↓
地
図　

 
）
に
は
、
奈
良
時
代

の
僧
で
あ
る

ぎ
ょ
う行 

き基
が
こ
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
彫
っ
た

と
伝
え
ら
れ
る
聖
観
音
菩
薩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
聖
観
音
像
は
秘
仏
と
さ
れ
て
お
り
、
御
開
帳
が
行
わ
れ
る

の
は
17
年
に
一
度
。
地
域
を
あ
げ
て
の
と
て
も
大
き
な
お
祭

り
に
な
り
ま
す
。

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

常
磐
南
の
す
て
き

　この想像図は、平成26年の土木学会100
周年記念事業「未来のＴ＆Ｉコンテスト」で、
全国の中から選ばれた常磐南小学校の児童
のアイディアを具体化したもの。大学教授や
設計士がチームを組み、実際にこの地域を訪
れて調査を行ったうえでつくられました。

常南のすてきを未来へつなげるために

私
た
ち
の
常
磐
南
に
は
す
て
き
な
も
の
、こ
と
、人
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

常
磐
南
の
す
て
き
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

17
年
ご
と
の
岩
谷
観
音
御
開
帳

萬
福
寺
雅
楽
会
の
楽
人
さ
ん

　
明
治
30
年
代
か
ら
続
い
て
い
る
萬
福
寺

（
↓
地
図　

 

）雅
楽
会
。
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の

神
事
や
祭
礼
、
法
要
な
ど
に
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
、
地
域
の
方
が
月
に
一
度
集
ま
っ
て

練
習
を
積
ん
で
い
ま
す
。
一
時
は
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
常
磐
南
小
学
校
に
雅
楽

ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
こ
と
で
活
動
が
活
性
化
。

い
ま
で
は
常
南
小
雅
楽
ク
ラ
ブ
の
卒
業
生
も

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
（
↓
年
表　

 

）。

　
県
道
３
３
５
号
の
落
合
橋
の
す

ぐ
上
流
、
県
道
の
南
の
小
高
い
と

こ
ろ
に
小
さ
な
お
堂
が
建
っ
て
お

り
、
中
に
は
石
で
彫
ら
れ
た
高
さ

90
㎝
ほ
ど
の
弘
法
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
弘
法

様
は
、
明
治
の
末
頃
に
花
崗
岩
の
産
地
で
あ
る
大
井
野

の
石
屋
が
中
心
に
な
っ
て
彫
り
上
げ
た
も
の
。
強
い
霊

気
を
漂
わ
せ
る
石
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
屋
の
弘
法
様

里
に
広
が
る

稲
田
の
風
景

　
美
し
い
稲
田
が
広
が
っ
て
い
る
田

口
町
と
板
田
町
。
常
磐
南
小
学
校
の

学
校
田
も
そ
の
中
に
あ
り
、
５
月
上

旬
に
は
全
校
児
童
で
田
植
え
を
行
い
、

９
月
上
旬
に
稲
刈
り
を
し
て
い
ま
す

（
↓
地
図
コ
ラ
ム
）。収
穫
し
た
お
米
は
、

校
内
で
採
れ
た
自
然
薯
と
合
わ
せ
て

と
ろ
ろ
ご
飯
に
。
収
穫
感
謝
の
会
で

学
区
の
人
に
ふ
る
ま
っ
て
い
ま
す
。

△平成21年に行
われた御開帳

△平成4年に行われた御開帳の様子

楽人さんの中に子どもたちも加わって共演

△地域の人との
道路歩行訓練

△野鳥の会の方と一緒に野鳥観察

▷小学校での
自然薯栽培

昭和9年に現在地に
移された弘法様。か
つては現在地より上
流に祀られていた

天空都市は空中庭園
など非日常な憩いの空
間、地下都市は地下街
と地下工場の大規模
な空間に（画像出典：
日本土木学会）

点在する家 と々、それ
を見下ろす熊野神社
や白山神社。すべてが
調和した美しさ

み
ん
な
の
笑
顔

毎年秋に行なっている収穫感謝の会

未
来
へ
つ
な
げ
た
い
！

常南小の児童が考えた

天空都市と地下都市

　常磐南は何代にもわたる素晴らしい先人
たちが歴史や文化、伝統、慣習などをつくり
あげ、引き継いでくれたおかげで温かい人
情や人の絆が育まれてきました。
　学区の「お宝」は、常磐南にこれからも残
していきたい大事なものを受け継ぎ、さらに
育てていく元気印の「常南っ子」たち。そし
て子どもたちを温かく見守る常磐南小学校
です。そのための土壌をつくっていくことが
我々の使命であり、責務だと思っています。

総代会長・深田政昭氏が語る
未来へつなぎたい

学区の「お宝」

地域の敬老会と子どもたちの交流

常南への思いを詩に託して

よ
か
っ
た
な
あ　
常
南
が

良
い
人
ば
か
り
い
て
く
れ
て

み
ん
な
仲
良
し

優
し
い
人
ば
か
り
で
い
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
な
あ　
常
南
が

自
然
い
っ
ぱ
い
で
い
て
く
れ
て

た
く
さ
ん
の
虫
や
動
物

花
や
木
た
ち
が

い
ろ
ん
な
場
所
に
い
て
く
れ
て

よ
か
っ
た
な
あ　
常
南
で

常
南
小
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
い
ろ
ん
な
行
事

こ
こ
に
し
か
な
い
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
で
き
て

（
平
成
27
年
度
小
学
４
年
生　
中
山
幸
音
さ
ん
）

※この詩は、国語の授業でまど・みちおさんの詩「よかったなあ」を学び、
　常南バージョンにリメイクして生まれました

　常磐南学区では小さな子どもからお年寄りまでが笑顔で
挨拶を交わしています。地域の人に先生になっていただい
て学区のことを深く学ぶ学習や敬老会など、小学生とお年
寄りの方が交流できる機会も多く、いろいろな行事を通し
て地域の人みんなが笑顔でつながっています。

工場や会社などの施設を天空
や地下に移し、地上は自然を
残して人が住む空間に。常南
の自然や環境を守りたいと
思って考えました（平成26年度
小学6年生　近藤泰暉くん）
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常
磐
南
の
町
名
の
由
来

　
常
磐
南
は
田
口
町
、
板
田
町
、
岩
中
町
、

大
井
野
町
の
４
町
。
田
口
、
板
田
と
い
う

地
名
は
大
昔
か
ら
使
わ
れ
て
お
り
、
中
世

の
田
口
に
は
田
口
城
が
あ
り
ま
し
た
。
岩

中
町
の
地
名
は
、
明
治
11
年
（
１
８
７
８
）

に
岩
谷
村
と
中
畑
村
が
合
併
し
て
誕
生
し

た
岩
中
村
か
ら
。
大
井
野
町
は
、
耕
地
に

水
を
引
く
た
め
の
土
地
を
指
す
「
意
野
」

が
由
来
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

常
磐
南
の
農
業

　
養
蚕
が
普
及
し
た
明
治
か
ら
昭
和
の
初

め
に
か
け
て
、
農
地
の
多
く
が
桑
畑
だ
っ

た
常
磐
南
。
そ
の
後
は
田
口
町
を
中
心
に

葉
タ
バ
コ
栽
培
が
始
ま
り
、昭
和
43
年
（
１

９
６
８
）
に
は
日
本
一
の
葉
タ
バ
コ
生
産

地
に
。栽
培
は
昭
和
50
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
「
常
南
自
然
じ
ょ
生
産
組
合
」

に
よ
る
自
然
薯
（
↓
地
図　

 

）
の
栽
培

が
盛
ん
で
、
御
歳
暮
用
な
ど
の
人
気
特
産

品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

常
磐
南
の
工
業

　
か
つ
て
の
大
井
野
川
に
は
水
利
を
生
か

し
た
ガ
ラ
紡
工
場
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

花
崗
石
の
産
地
と
し
て
も
有
名
で
、
最
盛

期
に
は
大
井
野
町
の
住
民
の
約
８
割
が
石

工
業
を
営
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。
現
在

は
機
械
化
と
大
型
化
が
進
み
、
学
区
内
の

石
工
場
は
７
軒
（
↓
地
図
コ
ラ
ム 

）。
ほ

か
に
自
動
車
関
連
業
や
建
設
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
工
場
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
昔
む
か
し
、
山
に
囲
ま
れ
た
田
口

の
村
で
村
人
た
ち
が
せ
っ
せ
と
働
い

て
い
ま
し
た
。
木
を
切
り
倒
し
、
土

を
な
ら
し
て
、
山
の
て
っ
ぺ
ん
ま
で

道
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
あ
る
日
の
こ
と
。
道
の
真

ん
中
に
巨
大
な
岩
が
あ
り
、
全
員
で
動

か
そ
う
と
し
て
も
び
く
と
も
し
ま
せ

ん
。
そ
の
と
き
突
然
現
れ
た
の
が
一
人

の
大
て
ん
ぐ
。「
ヤ
ー
ッ
」
と
い
う
掛

け
声
と
と
も
に
、
そ
の
大
岩
を
山
の
上

に
投
げ
て
し
ま
っ
た
と
か
。「
わ
し
ら

が
一
生
懸
命
に
働
い
と
っ
た
で
、
て
ん

ぐ
さ
ま
が
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
だ
」

　
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
て
ん
ぐ

の
手
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
大
岩
は

「
て
ん
ぐ
岩
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
と
さ
。

一
九
〇
七
年
▪
明
治
40 

熊
野
神
社
の
舞
台
を
仮
校
舎
と
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

常
磐
村
立
常
磐
尋
常
小
学
校
が
創
立
す
る

一
九
一
三
年
▪
大
正
2 

現
在
地
に
学
校
の
新
校
舎
が
完
成
す
る

一
九
二
八
年
▪
昭
和
3 

学
区
の
箱
柳
が
岡
崎
市
に
編
入
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

児
童
お
別
れ
の
会
が
実
施
さ
れ
る

一
九
三
二
年
▪
昭
和
7 
大
雨
に
よ
り
、
川
が
氾
濫
し
て
崖
崩
れ
が
起
こ
る
な
ど
大
災
害
に
な
る

一
九
四
一
年
▪
昭
和
16 

小
学
校
が
常
磐
南
国
民
学
校
と
改
称
す
る

一
九
五
五
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雅楽クラブと和太鼓クラブは老人福祉施設の
訪問演奏にも取り組んでいる

順調に造成工事が進められた「エコロタウンと
きわ南」

学区を上げての研究発表が高い評価を受けた
ＥＳＤ研究発表会

多くの方が、「ときなんポロシャツ」を着て参加し
た平成25年の運動会

昭和30年代からの道路拡幅整備を経て、38年に行
われた名鉄バス岩中線の開通式

かつて葉タバコの生産が盛んだった時期に使われ
ていた乾燥小屋

雅楽会の楽太鼓に
明治30年代制作という銘が
見つかり、萬福寺雅楽会は
その頃から始まっていることが

わかりました
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常
磐
南
の
な
り
た
ち

昭和30年代に学区内で
大開墾事業が行われました。

一方で、市のし尿処理やごみの焼却灰の
埋め立てなどを積極的に受け入れ、
そのために道路が整備されて
交通の便が整いました

太平洋戦争で
学区内の木々が燃料として

使われたため、
終戦時には木がほとんど
なくなってしまったとか。
現在の豊かな森林は、
その後の学区の方 の々
植林によるものです

「エコロタウンときわ南」は、
小学校の児童数が減少して
学区の存続を危ぶんだ
学区の方が誘致したもの。

平成21年度の造成工事終了後、
住宅が増えたことで

平成28年度には児童数が
100名を超えました

てんぐの手の跡が残るてんぐ岩。
いまは「エコロタウンときわ南」
から北へ行く道沿いにある

d ata

hh

hh
gg

□人　口 1,377人
 男性 671人
 女性 706人
□世帯数 445世帯
□面　積 9.62㎢
[2016年7月1日現在]
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    田口町の2つの牧場
志賀牧場、ムーミン牧場の2つの牧場が牛乳
を生産。こだわりの飼料と丁寧な飼育で質の
良い牛乳ができます

自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
通
学
路

常
磐
南
の
す
て
き
マ
ッ
プ

子
ど
も
た
ち
が
見
つ
け
た

column

ff
    岩谷観音・八州一覧石
 奈良時代の僧、行基が立ち寄り、聖ヶ峰に登
りました。この聖ヶ峰には天ノ岩谷と名付けら
れた岩穴があり、霊木で聖観音菩薩を彫って
安置しました。これが、岩谷観音の始まりです

aa

岡崎市街を眺望できる八州一覧石からの眺め

    鎌倉時代にできた道根往還
額田方面から岡崎へ出る幅2mに満たない古道。
平成24年には、この道を未来に残そうと「家
族ふれあいハイキング」が行われました

CC

     生き物がいっぱいの板田川
1ｍほどの流れに30㎝以上の大きなカメやスッ
ポンが棲んでいることも。夏には天然のゲンジ
ボタルも見られます

    たくさんの野鳥と出会える野鳥観察エリア
常南には動物もたくさん棲んでいます。学校にサル
が来たりします。中でも、野鳥はすごくたくさんいま
す。山があり、川があり、開けた田んぼがあって、野
鳥の棲みかとして常南は最適です

BB    お宝がいっぱいの萬福寺
小学校のすぐとなりにある萬福寺。住職さんが
つくったお駕籠（かご）など、探検するとたくさ
んの宝物が出てきます

ee

    エコロタウンときわ南
学区の人口減少にストップをかけようと、地域
の方々の努力によって平成22年にできた新し
い街です

岩
谷
観
音
奥
の
院

　毎朝、山の中の通学路で小学校に
通う子どもたち。春にはワラビを採り、
全校でワラビご飯を食べることも。

gg

    常南の自然薯畑
昭和57年に当時の校長先生が研究を重ねて栽培を始め
た自然薯。いまでは学区の大切な特産物になっています

hh

学
区
に
あ
る
自
然
薯
畑

自
然
薯
の
収
穫

常
南
の
お
い
し
い
お
米

column

column
　花崗岩の産地で昔から石工
業が盛んだった常磐地区。い
まも残っている石屋さんは学
区の大切な伝統産業です。

　
き
れ
い
な
水
と
日
当
た
り
の
良
さ
、そ

れ
に
寒
暖
差
も
大
き
い
の
で
、常
南
で
は

と
て
も
お
い
し
い
お
米
が
育
ち
ま
す
。

dd

　わたしは、緑がいっぱいある常南、不思議がいっ
ぱいある常南や岩谷観音のきれいな景色のある常
南が好きです。だから、みんなでごみ拾いをしま
した。ごみを捨てないようにポスターも描きました。
わたしはこの常南をたくさんの人に自慢したいです。

（平成26年度小学2年生  水口ひなたさん）

わたしの自慢の常南

日
頃
か
ら
学
区
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る

常
磐
南
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
。

そ
の
中
か
ら
、未
来
に
つ
な
げ
た
い

「
常
南
の
す
て
き
」を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
す
。

板田川でカメを
捕まえたよ！

野鳥の種類が
分かるかな？

全校での田植え

学校の近くの田んぼ

335

常磐南小学校
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エコロタウン
ときわ南

八幡宮
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ゴルフクラブ
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こどもの家

野鳥観察エリア

板田川

西方寺

八州一覧石

てんぐ岩

田口町の
2つの牧場

石屋の弘法様

白山神社
熊野神社

板
田
川

萬福寺

朝市
消防団詰所

中央クリーン
センター

田口町
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岩中町

大井野町
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路
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ル
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